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大
坂
の
蘭
学
に
は
異
色
の
人
物
が
登
場
す
る
。
そ
の
特
異
な
人
物
の
蘭
学
を
目
安
に
、
大
坂
蘭
学
を
四
期
に
分
け
た
。
従
っ
て
、
個
々

の
蘭
学
者
は
一
期
か
ら
二
期
ま
で
通
し
て
活
躍
し
た
り
、
あ
る
い
は
二
期
か
ら
三
期
、
四
期
ま
で
続
け
て
活
躍
し
て
い
る
。
し
か
し
、
各

期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

第
一
期
は
大
坂
の
学
問
の
特
徴
で
あ
る
町
人
学
者
が
活
躍
し
た
時
期
で
あ
る
。
第
二
期
は
本
格
的
な
蘭
学
が
大
坂
に
根
付
い
た
時
期
で

あ
る
。
第
三
期
は
大
坂
で
、
大
坂
特
有
の
人
体
解
剖
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
第
四
期
は
大
坂
に
全
国
か
ら
学
徒
が
集
ま
る
藺
学
塾
が

て
い
る
。
し

ま
っ
て
い
た
（

江
戸
時
代
、
薬
（

展
を
み
せ
て
い
た
。

大
坂
の
蘭
学
と
い
え
ば
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
緒
方
洪
庵
二
八
一
○
’
一
八
六
三
）
と
適
塾
で
あ
る
。
緒
方
洪
庵
は
『
病
学
通
論
」

『
扶
氏
経
験
遺
訓
」
な
ど
を
著
し
、
適
塾
に
若
者
が
全
国
か
ら
入
門
し
た
こ
と
、
福
沢
諭
吉
に
代
表
さ
れ
る
数
多
く
の
門
人
が
、
明
治
に
な
っ

て
広
い
分
野
で
活
躍
し
た
こ
と
、
い
ま
も
大
阪
大
学
の
始
ま
り
と
し
て
適
塾
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
大
坂
の
蘭
学
の
代
表
格
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
適
塾
が
開
業
し
た
の
は
天
保
九
年
二
八
三
八
）
と
幕
末
に
近
い
。
大
阪
の
蘭
学
は
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
早
く
か
ら
始

特
別
講
演

大
坂
の
藺
学
解
剖
を
中
心
に

薬
の
町
と
し
て
長
い
歴
史
を
誇
る
商
都
大
坂
は
、
蘭
学
の
歴
史
で
は
長
崎
の
蘭
学
、
江
戸
の
蘭
学
と
は
異
な
る
独
自
の
発

酒
井

シ
ヅ

順
天
堂
大
学
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存
在
し
た
時
期
で
あ
る
。

壊
徳
堂
の
盟
主
中
井
履
軒
二
七
三
二
’
一
八
一
七
）
の
も
と
で
、
麻
田
剛
立
（
一
七
四
三
’
一
七
九
九
）
が
蘭
学
、
天
文
学
を
教
え

て
い
た
。
麻
田
剛
立
自
身
、
独
学
で
蘭
学
を
学
び
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
動
物
を
解
剖
し
て
記
録
に
残
し
た
。
そ
れ
を
翌
安
永
二

年
二
七
七
三
）
に
中
井
履
軒
が
「
越
俎
弄
筆
』
と
題
す
る
一
言
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ
が
大
坂
蘭
学
が
世
に
出
し
た
最
初
の
解
剖
書

で
あ
る
。
『
解
体
新
書
」
が
出
版
さ
れ
る
前
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
井
履
軒
は
儒
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
著
作
に
『
顕
微
鏡
記
」
（
天
明

麻
田
剛
立
は
本
名
を
綾
部
妥
彰
と
い
い
、
豊
後
杵
築
出
身
で
杵
築
藩
の
藩
医
で
あ
っ
た
が
、
学
問
に
熱
中
し
て
、
致
仕
を
申
し
出
た
が
、

許
さ
れ
ず
、
遂
に
意
を
決
し
て
脱
藩
し
て
大
阪
に
出
て
、
姓
を
麻
田
、
名
を
剛
立
と
改
め
た
。
壊
徳
堂
の
中
井
竹
山
・
履
軒
兄
弟
の
助
け

好
奇
心
か
ら
始
ま
っ
た
。

第
一
期
と
は
、
木
村
兼
葭
堂
二
七
三
六
’
一
八
○
二
）
が
活
躍
し
た
時
代
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
れ
は
江
戸
で
杉
田
玄
白
等
が
『
解
体

新
書
」
を
翻
訳
し
て
い
た
と
き
で
あ
る
。
木
村
兼
葭
堂
は
西
洋
文
物
に
興
味
を
持
ち
、
財
に
任
せ
て
様
々
な
も
の
を
集
め
た
。
「
兼
葭
堂

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

木
村
兼
葭
堂
は
名
を
孔
恭
と
い
い
、
号
を
巽
斎
、
兼
葭
堂
と
い
っ
た
。
大
坂
北
堀
江
瓶
橋
北
詰
の
造
り
酒
屋
と
仕
舞
多
屋
を
兼
ね
る
商
家

の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
、
坪
井
屋
吉
右
衛
門
の
名
を
世
襲
し
て
い
た
。
本
草
物
産
に
興
味
を
も
っ
て
小
野
蘭
山
（
一
七
二
九
’
一
八
一
○
）

に
師
事
。
博
物
学
者
、
本
草
学
者
、
蔵
書
家
で
名
を
知
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ラ
テ
ン
語
を
解
し
、
大
坂
を
訪
れ
る
文
人
の
ほ
と
ん
ど
が
兼

葭
堂
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
「
木
村
兼
葭
堂
日
記
」
で
広
く
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
坂
の
蘭
学
は
好
事
家
の
町
人
の
趣
味
と
旺
盛
な

元
年
）
が
あ
る
。

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

同
時
代
の
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
大
坂
の
富
商
た
ち
の
手
に
な
る
学
問
所
「
懐
徳
堂
」
を
中
心
に
西
洋
医
学
の
関
心
を
も
つ
人
物
が
現
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を
受
け
て
、
医
を
業
と
し
な
が
ら
天
文
学
の
研
讃
を
積
み
、
壊
徳
堂
で
蘭
学
、
暦
学
を
教
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

麻
田
剛
立
の
弟
子
の
な
か
に
町
人
学
者
間
重
富
（
一
七
五
六
’
一
八
一
六
）
と
山
片
蟠
桃
（
一
七
四
八
’
一
八
二
二
、
高
橋
至
時

（
一
七
○
四
’
一
八
○
四
）
が
い
た
。
い
ず
れ
も
大
坂
を
代
表
す
る
町
人
学
者
と
し
て
名
を
後
世
に
残
し
て
い
る
。
裕
福
な
質
商
で
あ
っ

た
間
重
富
は
の
ち
に
橋
本
宗
吉
を
経
済
的
に
援
助
し
て
、
大
坂
蘭
学
を
興
し
た
こ
と
で
も
し
ら
れ
る
。

壊
徳
堂
で
麻
田
剛
立
か
ら
蘭
学
、
暦
学
を
学
ん
だ
間
重
富
と
高
橋
至
時
と
と
も
に
麻
田
流
新
暦
学
を
極
め
て
、
暦
学
研
究
で
世
に
知
ら

れ
、
幕
府
の
暦
学
御
用
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
大
坂
に
住
ん
で
、
蘭
学
を
は
じ
め
学
問
に
專
心
し
た
町
人
学
者
は
山
片
播
桃
で
あ
っ
た
。
播
桃
は
両
替
屋
の
番
頭
を
勤
め
な
が

ら
、
壊
徳
堂
に
学
び
、
「
夢
の
代
」
を
著
し
た
。
「
夢
の
代
」
は
、
享
和
二
年
二
八
○
二
）
か
ら
文
政
三
年
二
八
二
○
）
の
一
九
年
を

費
や
し
た
大
作
で
、
天
文
・
地
理
・
制
度
・
経
済
な
ど
一
二
巻
か
ら
な
る
。
こ
の
中
で
地
動
説
も
述
べ
て
い
る
。
西
洋
科
学
を
学
ん
で
、

合
理
主
義
に
徹
し
た
蟠
桃
は
、
辞
世
の
句
に
「
地
獄
な
し
極
楽
も
な
し
我
も
な
し
た
だ
有
る
物
は
人
と
万
物
神
ほ
と
け
化
物
も
な

し
世
の
中
に
奇
妙
不
思
議
の
こ
と
な
ほ
な
し
」
と
詠
ん
で
い
る
。

大
坂
蘭
学
の
第
二
期
は
、
播
桃
よ
り
一
五
歳
年
下
の
橋
本
宗
吉
二
七
六
三
’
一
八
三
六
）
と
斎
藤
方
策
（
一
七
七
一
’
一
八
四
九
）

が
本
格
的
な
蘭
学
を
は
じ
め
た
時
代
で
あ
る
。
江
戸
で
、
大
槻
玄
沢
の
も
と
で
蘭
学
を
学
ん
で
き
た
小
石
元
俊
が
、
天
明
八
年
二
七
八

八
）
の
京
都
の
大
火
で
家
を
焼
失
し
た
た
め
大
坂
に
移
住
、
そ
こ
で
開
い
た
家
塾
に
橋
本
宗
吉
が
入
門
。
蘭
学
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
た
が
、

元
俊
は
宗
吉
の
優
れ
た
素
質
を
見
込
ん
で
、
寛
政
元
年
二
七
八
九
）
、
宗
吉
に
江
戸
で
大
槻
玄
沢
に
蘭
学
を
学
ぶ
こ
と
を
す
す
め
た
。

傘
工
の
家
に
生
ま
れ
た
宗
吉
に
は
江
戸
に
出
か
け
る
ゆ
と
り
が
な
い
。
元
俊
は
、
間
重
冨
に
計
っ
て
資
金
援
助
を
し
て
も
ら
っ
て
宗
吉
を

大
槻
玄
沢
の
も
と
へ
遣
り
、
蘭
学
を
本
格
的
に
学
ば
せ
た
。
宗
吉
は
卓
抜
し
た
記
憶
力
で
オ
ラ
ン
ダ
語
を
習
得
し
て
、
大
坂
に
戻
っ
て
活

躍
す
る
。
小
石
元
俊
が
京
都
に
去
っ
た
あ
と
、
蘭
学
塾
絲
漢
堂
を
開
い
て
、
大
坂
に
江
戸
の
蘭
学
を
継
い
だ
本
格
的
な
蘭
学
を
興
し
た
の
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寛
政
年
間
、
大
坂
で
は
解
剖
が
再
三
行
わ
れ
て
い
た
。
大
坂
蘭
学
第
三
期
で
あ
る
。
解
剖
を
行
っ
た
ひ
と
り
伏
屋
素
狄
二
七
四
九
Ｉ

一
八
一
二
も
町
人
学
者
で
あ
っ
た
。
か
れ
の
解
剖
の
記
録
『
和
蘭
医
話
」
（
文
化
二
年
）
は
異
色
の
解
剖
生
理
学
書
で
あ
る
。
伏
屋
素

狄
の
家
は
和
泉
国
池
田
郷
万
町
の
庄
屋
で
あ
っ
た
。
素
狄
は
河
内
国
日
置
荘
の
大
庄
屋
吉
村
家
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
伏
屋
分
家
を
つ
い
で
、

通
称
を
万
町
権
之
進
、
号
を
琴
坂
と
い
っ
た
。
れ
っ
き
と
し
た
町
人
学
者
で
あ
る
。
二
○
歳
頃
か
ら
医
学
を
学
び
初
め
、
漢
方
医
と
し
て

開
業
し
て
い
る
が
、
五
○
代
に
な
る
と
、
蘭
学
を
学
び
始
め
て
、
解
剖
を
行
い
、
「
和
蘭
医
話
」
を
書
き
残
し
た
。
こ
れ
に
は
大
坂
町
人

に
特
有
の
実
践
的
、
実
験
を
し
た
解
剖
記
録
で
あ
る
。
こ
の
解
剖
に
は
橋
本
宗
吉
、
斎
藤
方
策
、
大
矢
尚
斎
、
中
川
元
吾
が
参
加
し
た
。

素
狄
は
橋
本
宗
吉
を
義
弟
と
呼
ん
で
い
る
。

で
あ
る
。
宗
吉
は
蘭
書
の
翻
訳
、
エ
レ
キ
テ
ル
の
開
発
、
人
体
解
剖
な
ど
に
名
を
残
し
て
い
る
。

小
石
元
俊
の
蘭
学
塾
に
橋
本
宗
吉
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
入
門
し
た
の
が
斎
藤
方
策
で
あ
っ
た
。
方
策
は
周
防
国
一
本
松
に
生
ま
れ
、
↓
九

歳
で
大
阪
に
出
て
き
て
す
ぐ
小
石
元
俊
に
入
門
し
た
。
斎
藤
は
小
石
か
ら
蘭
学
だ
け
で
な
く
、
漢
方
も
学
び
、
漢
蘭
折
衷
医
と
し
て
修
行

を
か
さ
ね
、
藍
塾
を
開
業
し
て
盛
名
を
得
た
。
寛
政
の
末
頃
、
小
石
の
す
す
め
で
江
戸
に
行
き
、
大
槻
玄
沢
に
蘭
学
を
学
ん
で
帰
坂
ｃ
文

政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
訳
書
『
王
函
・
把
爾
翁
浬
ヨ
ハ
ン
・
パ
ル
ヘ
イ
ン
）
解
剖
図
」
を
中
天
勝
と
共
著
で
出
し
て
い
る
。
な
お
、

小
石
家
に
は
『
王
函
・
把
爾
翁
浬
言
ハ
ン
・
パ
ル
ヘ
ィ
ン
）
解
剖
図
」
の
原
稿
が
残
る
。
こ
の
銅
板
図
を
彫
っ
た
中
伊
三
郎
は
斎
藤
の

推
薦
で
、
大
槻
玄
沢
の
「
重
訂
解
体
新
書
」
の
図
版
の
銅
板
図
を
作
っ
た
。

「
把
爾
翁
浬
解
剖
図
」
を
斎
藤
方
策
と
共
訳
し
た
中
天
勝
（
一
七
八
三
’
一
八
三
五
）
は
丹
後
の
出
身
で
、
文
化
二
年
二
八
○
五
）

に
江
戸
で
大
槻
玄
沢
に
学
び
、
長
崎
、
京
都
と
遊
学
し
、
海
上
随
鴎
に
蘭
学
を
学
び
、
大
坂
で
開
業
し
た
蘭
方
医
で
あ
っ
た
。
中
天
勝
に

は
訳
著
が
多
か
っ
た
。
斎
藤
方
策
の
藍
塾
が
近
く
、
交
流
を
重
ね
て
い
る
う
ち
に
解
剖
書
の
翻
訳
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
緒
方

洪
庵
は
大
阪
に
出
て
き
た
当
初
、
師
事
し
た
の
が
中
天
勝
で
あ
っ
た
。
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医
学
教
育
に
続
い
た
。

つ
い
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
大
矢
尚
斎
（
一
七
六
五
’
一
八
二
六
）
が
残
し
た
女
屍
解
剖
絵
巻
で
あ
る
。
寛
政
一
二
年
（
一
八
○
○
）

閏
四
月
に
大
坂
葭
島
で
三
七
歳
の
女
屍
を
解
剖
し
て
、
絵
巻
に
著
し
た
。
こ
の
解
剖
に
は
伏
屋
素
狄
、
各
務
文
献
が
参
加
し
て
い
る
。
大

矢
尚
斎
（
名
が
允
、
字
が
執
中
、
号
が
尚
斎
）
は
産
科
医
で
あ
っ
た
。
解
剖
絵
巻
に
は
こ
の
解
剖
で
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
実
験
で
確
か
め

た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
尚
斎
が
実
験
に
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
器
具
は
尚
斎
が
工
夫
考
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
尚
斎
に
は
『
産
科
や

し
な
い
草
」
（
安
永
六
年
刊
）
が
あ
る
。

野
呂
天
然
二
七
六
四
’
一
八
三
四
）
は
伊
勢
の
出
の
武
士
で
あ
っ
た
が
、
浪
人
の
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
日
夜
和
漢
洋
の
書
物
を
読
み
、

動
物
解
剖
、
刑
屍
体
の
解
剖
に
参
加
し
て
、
つ
い
に
独
自
の
解
剖
書
『
生
象
止
観
」
な
ど
を
著
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
大
坂
に
住
ん
で
い
た
。

各
務
文
献
（
一
七
五
四
’
一
八
一
九
）
は
は
じ
め
産
科
を
修
め
、
の
ち
に
整
骨
医
と
し
て
活
躍
し
た
。
『
整
骨
新
耆
」
を
著
し
、
木
骨

作
製
で
有
名
で
あ
る
。
寛
政
一
二
年
（
一
八
○
○
）
大
坂
葭
島
の
刑
場
で
拾
っ
て
き
た
骨
で
骨
関
節
な
ど
研
究
を
し
て
い
る
。

中
川
元
吾
（
生
没
不
明
）
は
大
坂
中
之
島
で
内
科
を
開
業
し
て
い
た
医
師
で
あ
る
。
儒
学
を
壊
徳
堂
の
中
井
竹
山
に
学
び
、
医
学
を
小

石
元
俊
に
修
学
し
た
人
で
あ
っ
た
。
解
剖
を
得
意
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
石
元
俊
の
都
督
で
行
わ
れ
た
解
剖
（
「
施
薬
院
男
体
臓
図
」
）

と
こ
ろ
で
、
大
坂
で
の
人
体
解
剖
が
い
つ
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
京
都
の
柚
木
太
淳
（
’
一
八
○
三
）
の
「
解
体
頂
言
」
（
寛
政
一

一
年
刊
）
の
序
文
に
よ
る
と
、
大
坂
で
伏
屋
素
狄
の
家
で
蘭
学
者
と
あ
っ
て
話
す
内
に
、
大
坂
の
解
剖
に
話
し
が
及
ぶ
と
、
寛
政
二
年

以
前
に
大
坂
で
は
淡
輪
元
潜
、
古
林
尚
剛
に
よ
っ
て
解
剖
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。
二
人
と
も
漢
方
医
で
あ
る
。

大
坂
蘭
学
の
第
四
期
は
緒
方
洪
庵
に
代
表
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
適
塾
が
始
ま
っ
た
天
保
九
年
二
八
三
八
）
頃
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
時
期
に
大
坂
蘭
学
も
蘭
学
か
ら
洋
学
の
時
代
へ
と
移
り
、
明
治
に
入
っ
て
ボ
ー
ド
ィ
ン
を
迎
え
て
始
ま
っ
た
本
格
的
な
西
洋

で
執
刀
者
に
な
っ
て
い
る
。


